











きって Kriemhiltの招きに応じ Wormsを出発した Burgundenが桶水した Donau
に道をさえぎられたあたりを述べている。 Hageneは渡し守をさがしにー人で、出かけた。
するとあるきれいな泉で (ineinem schoenen brunnen， 15333)1)水音がする。 wisiu
wIp (pl. ebenda)が水浴をしているので、あった。 Hageneはそっとそちらに しのびよ
るが，女たちはそれと気づいて逃れ，彼は〔岸辺においてあった〕着物 (irgewate， 
15344) をとっただけだった。 Hadeburcという水の精の一人(-••• .daz eine merwIp， 
Hadeburc was si genannt， 19351) が，着物をかえしてくれるならフン族の宮廷へ行
ってどういうことになるか予言してあげましようと言う。彼女たちは水鳥のように彼の
前の流れにうかんで、いたので，その力はすぐれたものに恩われた。彼女たちの言おうと
していることを彼はーそう信額できた (Siswebten sam die vogele vor im uf der 
fluot. /des duhten in ir sinne stark unde guot. /阿部 siim sagen wolden， er 
geloubte ez deste baz. 15361-3)。彼女は Burgundenの放がつつがなく終ると諮り ，
Hagene はよろこんで衣をかえした。しかし irwunderllch gewant (15383) をまとっ
てしまうともう一人の Sigelintという水の精 (dazander merwIp， diu hiez Sigelint， 
15391) が，私の仲間は衣がほしくてうそをついたのだ，ここから引きかえさなければ
みんな向うで死ぬことになるとあかす。 Hageneは，我々が誰かににくまれてそこで死




この後， Hageneは心ならずもその渡し守をうち殺して Burgundenを Donauの対
岸に渡すのだが，このエピソ ードは NBのいわゆる第二部にあってなにか場ちがいな
感じをもつことは否定できない。第一部では Sifritの竜退治や宝の獲得，依儒，かく
れみの，Brunhiltの怪力などメーノレヘソ的な要素にとぼ しくない。それに反 しこ の第
二部は 436年の Hunnenによる Burgundenの滅亡という歴史的事実にもとづいてい
る上に，今問題になっているあたりは地理的にも非常にくわしい摘写がなされいわば尻













のである04)これはうたがえない。水の精の一人の名 Sigelintは Sigemuntの妾と 同
じである。詩人が一つの名を二人に使ったのはここだけである。 Eddaの AtJakvidha5)
にも Atlarnalen groenlenskuにも，また SnorraEddaにもこの物語は見あたらな
いが，13世紀の半ばごろノルウェーのベJレゲソで北ドイツから流れて行った伝説をも
とに脅かれた Thidhrekssagaaf Bern (Ths)にはかなりくわしくのっている。ここ
でそのあらましを見てみよう 06)











3) これについては A.HeusJerの説が数十年の間ゆるぎそうにもない Kanonとし
て学界に君臨していたが，近時K.Wais， Fr. Panzer， H. Schneiderなどによ
ってその王座はおびやかされている。この問題をくわしく論ずるには今は能力
も紙面もない。
4) たとえば，K. Wais， Fruhe Epik Westeuropas und die Vorgeschichte des 
NibeJung官nliedesBd.1， Tubingen 1953. S.58 f. 
いわゆる die"AJtere Not“の時に入って来たと考える人も多い。
5) 印刷の使のため肯北欧語の否は dh，)'は th，Qは りとかきかえる。
6) Die Geschichte Thidreks von Bern， ubersetzt v. F. Niedner (SarnrnJung 
ThuJe 22)， Jena 1942. による。その S.388f. 




の刃は水の精とーしょにこの作品の価値をも斬 りすてている。 Fr.Panzerは Heusler
に反し NBの Vorlage としての Thsの価値をも否定している。め NBより半世
紀もおくれて脅かれた Thsは当然 NBを知っていて，それにもとづいて作られたの
だという。しか しそれが事実だとしても個々の挿話がすべて NBから Thsに流れこ
んで来たことの証明とはならない。北ドイツの古い伝説が Thsと NBの両方に入っ
て行ったと考える方が妥当であろう。そのうちより古い要素をのこしているのはいうま






























談の方は Gotenのもとで作られて 600年どろ北部 ドイツに達し，そこから渡ったノ
ルウエーでは一旦 700年ごろにそこの言葉で‘鶴案された後に 800年前後今の Eddaに
収められている形となったらしい。12) 白鳥乙女はその汲終段階て・入っ て来たものか。
H. Schneiderは白鳥乙女をドイツ産の物語として 14世紀の続土物語 Friedrichvon 














nir)， Urdhr， Verdhandi， Skuldも宇宙樹 YggdrasiIlの根元にある聖なる泉のかた
わらtこすんでいる。16)Panzerは Iくarlmeinet(これについては後で述べる)で Karl
11) ]. de Vries， Altnordische Literaturgeschichte Bd I， Berlin 1941， S.55ff. 
12) 冒頭の，および聞にはさまれた散文はいうまでもなく Edda編集者もしくはそ
の同蒋代の設かの手によるものである。
13) H. Schneider， Germanische Heldensage 1I， 3. Berlin 1934， S.77 f. 
14) 乙女たちは南から myrkvidhr(昭い森)をこえてとんで来る。 myrkvidhr は
ふつう Hunnenと Gotenの国境をなす森を指す。ここでグ アノレキュー レ化さ
れた白鳥乙女たちの父は現世の王だが， その一人 Hlodhv岳r はフラソケソの
Chlodwigを，Kjarrは Kaiserを恩わせる。この極の特長がおそくまでよろ
こばれたことは Ec'daの HelreidhBrynhildarが示している。
15) Eckenlied 158 f[. で Dietrichvon Bernは泉 (brunnen)のほとりで・ねむつ
ている vrら Babehiltを見つける。彼女は海中に美しい国をもっていて， 彼に



















が，これはあきらかに新しい Bearbeiterのメーノレヘソ趣味であり ， Vりlundrたちを
=人兄弟としたことの結果である。 Slagfidhr，Egill， Vりlundrと三人の男が述べられて
いることはいるが，VKでの主人公は Vol阻む だけ，Thsではそれに EgiIIが加わ
る。 EgiIIの役割は本来的なものである。19) しかしSlagfidhrだけには VKはも ちろ
んどこを探しても何の役割lも与えてはいない。三という数を作るために彼だけが後から
加えられたのだろう 。その二つの名詞から作った名 (Schwungfeder ?) がすでにそ
れを証しているようだ。それを VolundrのEpithetonと考える人もある。町 おな じ
ことは三人の乙女についてもいえる。そのうちの二人は HIりdhv岳r王の娘 Hladhgudhr
にグアノレキューレが加わる。(松谷健二，ヴ7ノレキ ューレ考，山形大学紀要「人
文科学J4，1. S.47 f.) 
17) Das Nibelungenlied， S.388 (-.born， do v叫I陥ωSChOI
schonen st恰凶巴創ine.) 
18) 筆者はかつて VKでは三人の白鳥乙女が登場することから，15451の diueine 
を第三の merw!pと考えた。 15421の diueine=15441の si(Hadeburcより
おそらく Sigelintであろう)がともかく司祭のほかはあんた方みんな死んで
しまうんだー・ー引きかえすつもりがなければこの川上に渡し守が一人 いる，他




19) Thsの EgilIは Volundrの爽の材料に烏をあつめる。弓の名北である。 王の
命令で空中を逃れる Volundr を射るが，あらかじめ打合わせておいたように
Volundrが血を入れてもっていた袋にあてる。王は地上にふって来た血をみて
致命傷を与えたものと安心する。 現了E大英r~物館にある Clermonter Runen-
kastchen に Volundr伝説の浮彫りがみられるが，その射手の上には Runenで
Agiliと説明してある。これは 7世紀の作品らしいから，EgiIIとVolundrの
関係ははじめからのものと考えられる。
20) B. Sijmons u. H. Gering， Die Lieder der Edda m，2， S.2 
17 
(die mit einem Diadem geschmuckte Kriegerin)21)とHervor(die Schutzerin des 
Heers)21)と，共に戦いを示す名をもつのに反し，もうー人の Kjarr王の娘の名 Olrun


















21) ibid. S.4 f. 
22) Fr. Panzer， Nibelungische Problematik (Sitzungsberichte der Heidel-
berger Akademie der Wissenschaft; phil. -hist. Klasse， Jhg. 1953/54)， 







prechtの Alexanderlied2643 f. にもある)と NB1581-83の Donauを
渡った Hageneが同じ理由から舟をこわしてしまった話との聞の類似にも注目
している。
25) Panzerは DasNibelungenlied S.387で，この場面は Eddaの Atlamalで
Gunnarrと Hogniの萎が出発せんと心をきめた夫たちになす警告の Umfor・
mungであるとした(これは正しいと思う)後に，この Umformungは Donau
























しかしこの話ーこそは他にほとんど類型がない。けれども Panzerは DieGrosseren 
Altaicher Annalen (叩ederbaiernの Niederaltaichに8世紀に作られた修道院で設
かれた年代記。1073年まで己発見者は Aventinである。)の中からそれを見出して来て
いる。26) これは 15~16世紀のパイエノレソの史家 Aventin がその Bairische Chronikに
係用しさらに Grimmの DeutscheSagen， 487に採録されたものである。すなわち，
1045年に Heinrich三世がハソガ リー王から聖霊降臨祭を共に祝おうとまねかれて，
Regensburgから Donauを船で下った時に Wurzburgの僧正 Brunoが別の船でそ
のお供をした。王の船は当時・おそれられていた Grein の大渦を無事にのりこえた。し
かしつづく Brunoの船の前には渦の中から D証mon(daemonis imago)が浮び上っ











Panzerはさらに Landnamabok (イスラソトの植民史) 中のエピソ ー ドめとの類
似も偶然のものではないだろうと考えているが，これもさきの Pseudokallisthenes同






7.1<の精の一人は Hageneに，この国境地帯の官民主は Bayern玉 Gelpfratの弟 Else




預金の腕環を (einenbouc von golde rらt)やるという。しかし渡し守は報酬をもらっ




例によ って Panzerの所説を見ょう。町 彼はここに Charlemagneの青年時代をうた
ったフラソスの Epos，Mainet30)の影響があると考えている。つまり ，Karlは巡礼に
27) Panzerは Erbeder Vergangenheit， (Festgabe fur Karl Helm)， Tubingen 











29) Das Nibelungenlied， S.387 f. 







守が最近妾を迎えたばかりであること (niul!chgeh!t， 15541) で‘ある。それに 1551の
渡し守は裕福であったというのと 1554の宝を得ょうと慾ばるとみじめな最後をとげる
ものだとの記述は矛盾する。これはまた別の Vorlageから来たものと説明されなけれ
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32) これが鶴女房 Motivの本然の姿だがここでは夫が Volundr自身だという こと
が問題となる。
